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概要 コンピュータと人間のインタフェース技術として，言語情報や文字でのやり取りだけでなく感情や情緒のやり取りが今後重要となってくると考えられる．感情や情緒のやり取りでは，表情や身振りが重要な役割を果たすが，これらの身体的情報が文化を超えて共通であるかは知られていない．本報告では，感情を表す表情の表し方の文化的差異についての調査結果を発表する．
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1 研究概要
ロボットは 1960 年代の初頭に現代技術の対象として

誕生し，それ以降 1970 年代には生産システムの中で使
われるロボットが急速に進歩し，1990年代には ASIMO

や AIBOなど，ロボットはものづくりからサービスの
分野へと広がった．
今後は，コンピュータインターフェースとしてのロ

ボットも急速に普及すると考えられる．その場合，人間
と近い形態を持つヒューマノイドロボットが主流になる
と考えられる．
人間は相手の第一印象を，言葉 7 ％，視覚・聴覚が

93％の割合で判断すると言われている．
このことから，ロボットが人間社会に介入し人間との

コミュニケーションが必要となるとき，顔は最も重要な
インターフェースであると考えられる．ロボットの顔の
デザインは，ロボットデザインにおいて，最も重要な要
素の一つであると言える．[1]

2 関連研究
2.1 Russel & Bullock の心理空間
Russel & Bullock (1985) は被験者に 4 歳児，5 歳児，

大人から構成される 3 群を用い，表情刺激を呈示して
分類させた．その分類結果を多次元尺度構成法で分析し
たところ，「快-不快」と「覚醒度」と解される 2 次元か
ら構成される心理空間が出現し，その周りに円環上に刺
激表現が配列された．具体的には 3 群すべてにおいて，
2 次元空間の第 1 象限には喜び，興奮，満足が，第 2 象
限には眠気，中性，退屈が，第 3 象限には悲しみ，嫌悪
が，第 4 象限には怒り，恐怖，驚きが一貫して配置され
た．同時に彼らは各群の空間を定量的に比較し，子供か
ら大人までの心理空間が等しいことも発見した．[2, 3]
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2.2 基本 6 感情
喜びや悲しみ，あるいは怒りなど，離散的な有限個の

基本感情 (basic emotion) と呼ばれる感情カテゴリを設
定する．感情のカテゴリ説というものがある．それらの
基本感情は他の感情とはっきりと識別できるように経験
され，生物学的に生存に必要不可欠な感情のみが残留し，
付加価値を持つことによって進化したとする進化論の立
場をとっている．
Ekman らは，多くの感情研究の結果をレビューして，

6 つの離散的な基本感情 (喜び・怒り・悲しみ・嫌悪・
恐怖・驚き) が存在することを提言し，さらにそれらに
対応する表情も 6 つ存在することを主張した．これを
基本 6 感情と呼ぶ．[4, 5]

図 1 ベースとなる顔

3 研究目的
本研究は，ヒューマノイドロボットの顔をデザインす

るにあたって，文化的差異があるかどうかにも注目する．
感情を表す手段の一つである表情は，地域や文化ごとに
差異が認められる可能性があり，例えば日本では目で感
情を表すとされるが，欧米では口で感情を表すことが多
いとされる．このような差異を調査するために，様々な
地域でフィールド調査を行う．
4 表情認知の文化的差異に関する調査実験
顔を構成する要素を選択・抽出し，ベースとなる顔を

作成する．作成したベースとなる顔の要素の変形によっ
て表情を作成し，それぞれの表情がどの感情カテゴリに
当てはまるかを問う．
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図 2 各感情カテゴリにおける表情パターン (デンマーク)

図 3 各感情カテゴリにおける表情パターン (日本)

正円をベースとした目のパラメータを「開示性」「傾
斜性」と定義し，目のパターンを作成する．口も同様に，
正円をベースとし，パラメータを「開示性」「傾斜性」と
定義し，口のパターンを作成する．（図 1）
作成したアンケートを使ってデンマークと日本で調査

した．
5 結果
デンマークと日本の結果を図 2 と 3 に示す．各感情

において最も多く選択された表情の数を p とした場合，
その半数である p/2 以上の人に選択された顔を示して
いる．各顔の上の数字は，その顔が選択された人数を示
している．
6 結論
本研究の目的は，ヒューマノイドロボットの顔デザイ

ンの方向性を明らかにすることである．顔と認識できる
最少要素である目と口のパラメーターを「開示性」「傾
斜性」と定義し，正円の状態から変形させ表情を作った
ものを感情カテゴリから選択するアンケートをデンマー
クと日本で実施した．
その結果，デンマークと日本では大きな差はなく，同

じような表情を感情カテゴリに分類することがわかった．
そのため，少なくとも日本，デンマークにおいては共通
の表情デザインを用いることが可能であろうと考えられ
る．また，ゲルマン諸語圏 (ノルウェー，スウェーデン，
ドイツ，オーストリア，オランダ，イギリスなど) にお

いても共通の表情デザインが使用可能であるかもしれ
ない．
これからの展望としては，他の地域でも同様の調査を

行い，より細かな違いを見つけ，ヒューマノイドロボッ
トの顔デザインに活用を目指す．
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